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老化防止に何か書こうと・・
［マスコミの略語・カタカナ語］

　皆さんは、新聞などを読んでいて、その用語に疑問を感じたことはないだろうか。

　中でも略語・カタカナ語には目に余る様に感じる。新聞などがなぜ略語を使うのか。その必要性は極めて疑問である。

≪なぜ略語なのか≫　略語などは通信手段が脆弱だった時代、電文で体験したように、遠方の記者は現地から本社へ略語を多用する必要があったのだろう。

　その略語は、社内だけで通用すればよかった。編集者は読者にわかる様に置き換えれば良かったのだ。それが時とともに、いつしか読者は皆その略語を理解しているものと思い込み、記事として使うようになる。中には、それらを得意がって使っている節さえある。

我々が生活するにおいて、家庭にも会社にも地域にも、それらを構成している仲間だけに通じる所作はあるものだ。でもそれは仲間内だけに限定して使われている。

マスコミ＝大衆紙　読者は全て略語などがわかるわけではない。

≪日本総曖昧≫　カタカナ語に置き換えることで、その内容をうやむやにし、使った者、読んだもの、それぞれが必ずしも一致した理解となっていない様になった。

大衆紙は、知識人、専門家だけのものではない。今や大衆紙は、その大衆に軸足を置いていないように思えてならない。

皆さんの周囲の知識人、この際高学歴者でいいと思う。新聞の中の、わからない略語やカタカナ語を、その意味を聞いてみて欲しい。

僕の経験では、１０人十色、皆まちまちの解釈なのだ。勝手に解釈していることになる。

≪日本語は劣等語？≫　新聞など読んでいると、どうして略語を使わなければならないのか極めて疑問だ。確かに新聞は限られた字数ではある。

　でも新聞は広く大衆に意思を伝達することが使命のはず。それが読者に伝わらないとしたら、もはや新聞の使命は無い。ＮＡＴＯを北大西洋条約機構と字数は倍になるが、義務教育を受けていれば、それが何であるか凡その見当はつく。

　日本語で表現できない場合は別としても、我が日本語、表現できない要件は極めて少ないはずだ。

≪気力喪失≫　　10.12.25
加齢と共に華麗さは失われて（華麗だった時期があったかどうかは不明）、少し位書くのはそう苦労は無かったものだ。

所がどうだ？　近頃じゃ物を書くのが極めて億劫。書く気さえ起きないから重症物。そこでここに日記風に気がついたことを書こうと思った次第。

ただし根気という点では人生最低。

≪物言わぬ国民≫

飲屋などに行くと皆結構な論客になって、政治経済、周囲の風聞など楽しいものだ。所がある程度正式と言うかお上の前というかになると、突然沈黙は金となる。

お上ってものの意識。行政組織の上から下まで、全てがお上なんだろうな。　近くでは市町村役場。

既成に照らして物事を決する・・という点では素晴らしい。前例がないと恐らく全て却下。

最低の組織の担当者、言い換えればただそこに勤めてるだけの普通のおばさん。意に沿わないことを言おうものなら徹底的に拒否される。

近頃は庶民の発言力も大きくなってきたが、先取の気質などお上の前では萎縮するばかり。

まあおばさん達にしてみれば、上意下達、上からの指示を無視するわけにはいかないから。となればやはり保守は首長か？
≪寒さ厭わず≫　2010.12.27

数日前から始めていた石積み作業　ちょっと位寒くても・・我家は緩い傾斜地に立っている。土地を水平にしようとすれば、山側に段差が出来る。この段差も結構利用してるんだが・・。

掘れば昔川原だったのか結構石がゴロゴロ。そんな石を使って庭や、土手の石積みに利用してきた。以前、道路際の石積みした時、これら自家産の石、もう使うこともあるまいと　全て使い切った。改めて石積みなんて思いつけば、石の確保が難しい。

家の周りをキョロキョロ　使えそうな石を探す。一輪車に乗せて運ぶ。

建物の北側だからドブ日陰。昨日今日の寒波で雪に霜柱。そんな環境なのに汗かいての作業、時々薪ストーブの傍らに出向き、薪の補給と手袋の乾燥。気温的には低かったが、寒さ感じず過せた。出来栄えは不満、春になったら補修だ。
≪閑に任せて≫　2011.1.4

昔田圃を作っていた頃、秋、稲の乾燥にハゾ木（ハゼ木）は無くてはならぬものだった。
長材が手に入れば大切に保管していた。我家の西（中ア側）は山に接している。その山際に長材置場を作ってあった。稲作から遠ざかって久しく、かれこれ30年くらいは放置だった。

板材の腐食で、それが片付いたのを期に、思い切ってその周辺整理に着手。

ササゲ手（ササゲなど蔓野菜の支柱）は使用後、案外始末に悪い。まずはこれの収納用棚作りから始めた。

今日でその周辺整理も含めてほぼ終了。薪材の保管場所を考えれば、結構大きな移動を伴いそうなので、そこは思案投げ首。明日から剪定以外失業気味。どうしようかな～。
≪続　閑に任せて≫２０１１年１月
家にじっとしてられない性格。新年を迎えて寒い日が続く。薪ストーブを焚いて冬眠状態。何かする事無いか？
思いついたのが薪置場の改良。現在三箇所に分けて積んである。その内の一箇所は、昔山羊が住んでて、その後鶏の住家となった。しかしそれも言うなれば昔の話。最近はそこへ薪を放り込んであった。そもそもその場所は山際に作られた雑物置場の北庇。

　そこを壊して屋根を新たに作って薪置場に仕様との算段。予算ゼロ。

　鶏小屋だった頃、テンなどの野獣の侵入防止と、鶏の逃亡防止とで金網を結構しっかりと打ち付けてある。小さい物なのに解体には結構時間が掛かった。ガタピシ君（古いバックホー）の応援で整地、２ｍ四方ほどの置場を。
　柱をはじめ材料は全て古材。屋根は折板の端材と、もう何年も日の目を見なかった使い古しの波板類。

　これが出来て新たに薪を運び積んでみる。すると新たに、ついでだからあれも片付けようと思い立つ。

　雨水貯水用にと、浄化槽製造会社からＦＲＰの１０人槽と称される、浄化槽の未完成品を貰ってきてあった。今となっては無用の長物。大き過ぎて移動もままならない。これを解体して処分。
　その空き地を整地して、薪に割る前の丸太を積んでおく場所とした。

　作業は一気には出来ない。あれをああ片付けて・・その後へあれを移動して・・出てきた土は焼却用穴に入れて・・その土と残灰とを混合して山の窪地に捨てる。これら一連の作業にも結構時間が掛かる。なんせ時間潰しの作業だから、幾ら時間がかかっても好いわけだが、いざ始めるとそうも行かない。

　しばらくの間楽しんで、結果的に気に入った整理が出来た。新たな他人様が来てみれば、何の事はない当然な結果なのだが・・。
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